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は じ め に

近 年 、 自然 環 境 の悪 化 が 社 会 問 題 とな り、 様 々

な地 方 、 団 体 で 自然 保 護 運 動 が 盛 ん に行 わ れ て き

て い る 。 ま た、 そ の よ うな運 動 の 中 で 、 野 生 動 物

に対 して 多 様 な価 値 が 見 出 され て きて お り、 この

よ うな動 物 の 保 護 の 問 題 を単 に地 元 だ け の も の と

して扱 う こ とは 出 来 な くな って い る。 社 会 の そ の

よ うな動 き の 中 で 、エ ゾ ヒ グマ(σ.α.ツ6so細s)も 、

生 息 環 境 の 悪 化 と高 い 捕 獲 圧 の た め 、 個 体 群 の存

続 が 危 ぶ ま れ て い る 地 域 が あ り(北 海 道 生 活 環 境

部 自然 保 護i課1987)、 保 護 の 対 象 と し て 注 目 を

集 め つ つ あ る。 しか し ヒ グマ は、 農 作 物 の 被 害 や

人 身 事 故 を引 き起 こす 危 険性 を潜 在 的 に持 っ て い

る動 物 で も あ る 。 こ の よ う な動 物 を、 一 般 の 人 々

が どの よ うに捉 えて い る の か を調 べ た 調 査 は 少 な

い ○

我 々が あ る対 象 に つ い て 考 え る と き、 或 い は行

動 す る と き、 イ メ ー ジ の なす 役 割 は 大 きい 。 私 た

ち 一 人 ひ と りが 心 の 内容 と して意 識 して い る も の

は 、 す べ て イ メ ー ジ で あ り、 心 の な か の そ の よ う

な イ メ ー ジが 、 行 動 を結 果 的 に指 導 して い る(藤

岡1984)。 こ の よ う な点 か ら、 人 と ヒ グマ と の

新 た な 関係 を模 索 して い く上 で 、 一 般 の 人 々 が 持

っ て い る ヒ グ マ の イ メー ジ とそ の 特 徴 を把 握 す る

こ とは 、 重 要 な資 料 と な る で あ ろ う。

以 上 の よ うな観 点 か ら 、 本 調 査 は一 般 の 人 々 の

持 つ ヒ グマ の イ メ ー ジ を探 る と同 時 に 、 そ れ が構

成 され た 要 因 、地 域 差 等 につ い て調 べ 、一 般 の 人 々

の ヒ グマ の 認 識 の特 徴 に つ い て 考 察 をす る こ と を

目的 と して い る 。

尚 、 本研 究 は平 成 元 年 度 自然 トピア しれ と こ管

理 財 団独 自事 業 費 に よ っ て行 わ れ た。

調査地概要

調査地 としたのは、北海道東部の知床半島の北

側 に あ る 、 幌 別 ・岩 尾 別 台 地 周 辺 で あ る 。 こ こ に

は知 床 五 湖 、 フ レペ の 滝 、 カ ム イ ワ ッカ の 温 泉 等 、

観 光 名所 が 多 く、特 に夏 に は 訪 れ る観 光 客 が 多 い 。

この 地域 は ヒ グマ の 生 息 域 と重 な っ て お り、 毎 年

観 光 客 と ヒ グ マ との 遭 遇 例 が 報 告 され て い る(北

大 ヒ グ マ 研 究 グ ルー プ 未 発 表)。 近 辺 で 多 くの

人 が 訪 れ る施 設 と して 、知 床 自然 セ ン ター 、 木 下

小 屋 、 ホ テ ル 地 の は て 、岩 尾 別 ユ ー ス ホ ス テ ル な

どが あ る。

調 査 方 法

調査期間は1989年8月 の約一 ヶ月間である。一

般の人々の傾向を調べるため、観光客を対象 とし

た。具体的には、知床 自然センター、木下小屋、

岩尾別ユースホステルに調査票 を置かせていただ

き、訪れた観光客に記入 してもらうという方法を

とった。各施設には調査の要約 を配 り、観光客が

調査票に記入する際不明点などがあれば、各施設

の人に説明 していただいた。得 られた結果につい

ては、Z2検 定法を用いて、地域差 と回答 の選択

性の間の関係について検定を行 った。帰無仮説と

して、2つ の変数間の独立性(無 関連)を 考えて

いる。帰無仮説が棄却出来れば、2つ の変数間に

何等かの関係があることになる(例 えば、回答の

選択性に地域差が見られる等)。 有意水準は全て

5%と した。

結 果

回 収 した 調 査 票 の 総 数 は250票 で あ っ た 。 有 名

な観 光 地 で あ る た め 全 国 か ら観 光 客 が訪 れ て い る

(道 外 在 住 者72.8%)。 特 に 、 関 東 地 域 の 都 市 部

か ら来 て い る 人 が 多 い。 道 内 に関 して も、 比 較 的

人 口 の 多 い都 市 か ら来 て い る 人 が 多 い 。

男女 の 比 に つ い て は約2:1で あ り、 男 性 側 に

片 寄 っ て い る(男 性64.0%)。 年 齢 構 成 に つ い て
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ヒ グ マ に 関 す る 意 識 調 査

役問1(フ ェイスシー ト)
1・ ①住所(市 寓射名 まで)

③性別

②年齢
④職業

設問2(フ ェイスシー ト)

2・ ここにはどうい う目的で来られましたか
a.散 歩、融簑b.キ ャンプc.登 山d.つ りe.動 植物の観察

f.ド ライブg.サ イク リングh.観 光.そ の他()

設問8
8・ ヒグマは普遍どんなところにいるとおもいますか(複 数回答可)

a.人 間が行くことができない山のなか
b.ハ イキングに行ける程度の山のなか

c.村 程度の、人がまばらに住んでいる所
d.町 程度の、人がまばらに住んでいる所

e.都 市のように人が多い所

f.札 幌市の ような大部市

g.札 幌市の ような大部市で も、夜になれば出たりす る

設問9

9・ 大人のヒグマの大きさはどれ くらいだと思いますか(各1つ)
設問3

3・1ヒ グマの聾を見た ことがありますかa.は い
2ど こ(な に⊃で見ま したか

a.山 の竃倉b.畑 の近 くc.勤 物■d.図 鑑

f。 その儲{)

設問4
4・ ヒグマにっいて・ど う思いますか(1っ のみ)

a.か わいい:b.大 きくてす ごいc.お もしろい

e.わ からないf.そ の他()

b.い いえ

e.テ レ ビ

d.お そろ しい

設問5
5・ ヒグマと聞いた《をきに、最初にパ ッと浮かぶイメージを選んで下 さい(1っ のみ)

a.大 きくて煽 ち、山の王者

b.コ ロコロ、ムクムクしてい る、ぬいぐるみのよ う

c.人 を:おそ'た りする、おそ ろしい猛獣
d.写 真を見'(い るように、その盗だけ思い浮かぶ

e.そ の他()

設問6

6・ ヒグマに直養会っ てみたいですか a.は い b.い い え

1身 長

a.0～1m

b.1～2m

c.2～3m

d。3～4m

e.4～5m

f.5m以 上

2体 重

a.20～50㎏

b.50～80㎏

c.80～110㎏

d.110～140㎏

e.140～1701q匿

f.170㎏ 以 上

設問10

10・ ヒグマは普段何を主に食べていると思いますか(複 数回答可)
a.シ カb.ウ サギc.ネ ズ ミ等の小動物d.ミ ツバチの巣

e.ド ングリやクリといった木の実f.リ ンゴのような果実g.草 本
h.野 イチゴのよ うな実i.木j.そ の他()

投間11
11・ あなたが続んだ ことのある、 ヒグマについて書いてあ る本を教えてください。

(絵 本のような ものでもよい)

設問12

12・ その他、 もしヒグマについてなにか意見があれば御書き下さい。

設問7
7・1あ なたが幽の なかを歩 いていると、むこうか らヒグマがやって来ま した。ヒグマ

はいった験ど・うすると思いますか(1つ のみ)
a.お そっτ くるb.に げていくc.し ばらくじっとしているが、その

うちどこへ鉦 ってしまうd.様 子をみながら近づいてくるe.す ぐに近
づいてく6f.そ の他()

2そ のとき、あなたはどうしますか

a.逃 げ`b.死 んだふりをするc.た たか うd.エ サをあげる
e.写 真をとるf.友 達になるg.大 声をだすh.木 に登る

i.じ,と しているj.語 りかけるk.そ の他()

御協力ありが とうございま した

図1 調査票 Fig.1 Thequestionnaire

表 一1 回答者数と住所

Table1 Thenumberofrespondentsandtheiraddress

道内 68 道外 182

札 幌 市

斜 里 町

旭 川 市

石 狩 町

帯 広 市

小 樽 市

北 見 市

網 走 市

釧 路 市

19

11

4

3

3

3

3

2

2

訓 子 府 町

小 清 水 町

砂 川 町

千 歳 市

美 唄 市

美 幌 町

丸 瀬 布 町

稚 内 市

1

1

1

1

1

1

1

1

東 京 都

神 奈 川 県

大 阪 府

愛 知 県

埼 玉 県

兵 庫 県

京 都 府

千 葉 県

広 島 県

57

34

13

11

11

9

7

7

5

岩 手 県

鹿 児 島 県

岐 阜 県

熊 本 県

群 馬 県

滋 賀 県

島 根 県

栃 木 県

富 山 県

1

1

1

1

1

1

1

1

1

登 別 市

函 館 市

別 海 町

歌 知 内 町

江 別 市

河 東 郡

2

2

2

1

1

1

茨 城 県

新 潟 県

秋 田 県

静 岡 県

青 森 県

石 川 県

4

3

2

2

1

1

長 野 県

奈 良 県

福 島 県

三 重 県

宮 城 県

山 形 県

1

1

1

1

1

1
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図2設 問3に 対 す る 回 答

Fig.2Theanswerstoquestion3

*1:見 た こ と の無 い 人

II:映 像 で しか見 た こ とが 無 い 人

皿:動 物 園 な どで見 た 人

IV:野 生 の 状 態 で 見 た 人

**1:ThemanwhohavenotseemtheBrownBear

Il:ThemanwhohaveseemtheBrownBearonthepicture

㎜:ThemanwhohaveseemtheBrownBearinthezoo

IV:ThemanwhohaveseemtheBrownBearinthewild

state

%
60

40

20

0
abcdef

かわ 大 き くて お もし おそ ろ わか ら その他
い い す ごい ろい しい ない

図3設 問4に 対 す る 回 答

Fig.3Theanswerstoquestin4

不明

は10歳 台 、20歳 台 が 多 く(10歳 台39.6%、20歳 台

30%)、 今 後 の 世 論 の傾 向 を 良 く示 す こ とが 期 待

出 来 る で あ ろ う。

設 問3の 結 果 につ い て は、 ① ② の 選 択 肢 の 選 び

方 で 、4つ に分 類 した 。即 ち、 見 た こ との無 い 人 、

映 像 で しか見 た こ とが無 い 人 、 動 物 園 な どで 見 た

こ とが あ る 人 、 野 生 の状 態 で 見 た こ とが あ る 人 、

の4つ で あ る 。

設 問8に つ い て は 、 複 数 回 答 可 と した が 、 こ こ

で は そ の 内 人 間 の生 活 域 に最 も近 い もの を回 答 と

して集 計 した。

設 問10は 複 数 回 答可 と した た め 、 全 体 の 回 答 数

が 多 くな っ て い る 。

z2検 定 の 結 果 、 回 答 の 選 択 性 に 地 域 差 が 見 ら

れ た の は、 設 問3の 結 果 と設 問9の ヒ グマ の 身長

に つ い て の 結 果 だ けで あ った 。 そ れ以 外 の 設 問 に

つ い て は、 回答 の 選 択 性 に 、 道 内 在 住 で あ る か な

い か とい う こ とが 影 響 して い る とは言 え な い。

考 察

1.ヒ グ マ に対 す る潜 在 的 な 関 心

現 在 社 会 に お い て 、 ヒ グマ の 影 像 す ら見 た こ と

が な い と い う こ と は まず 考 え ら れ な い が 、 設 問3

の結 果 を見 る と、 道 外 に お い て 見 た こ とが 無 い と

い う回 答 を選 択 して い る 人 が 多 い(図2)。 記 憶

に残 って い な い た め に この よ う な選 択 を した と推

測 され る が 、 この こ とは 同 時 に、 ヒ グマ に対 す る

関心 の 薄 さ を示 して い る と思 わ れ る 。 そ の よ うな

見 方 か らす る と、 道 内 に住 む人 は道 外 に住 む 人 と

に 比 べ て ヒグ マ に対 す る 関 心 が 高 い とい う こ とが

言 え る が 、 そ れ はや は り、 身 近 に ヒ グマ が 存 在 す

る 環境 が あ る とい う こ とが 、 大 き く関 係 して い る

の で あ ろ う。 道 内 に お い て 、 野 外 で 直接 見 た とい

う回 答 を選 択 して い る 人が 比 較 的多 か っ た こ とは 、

そ の 背 景 の違 い を示 して い る。

2.全 体 的 な ヒ グマ の イ メ ー ジ を構 成 す る要 因

一 般 に は
、 ヒ グマ に 関 す る正 確 な情 報 を得 る機

会 は少 な い と考 え ら れ る た め 、 人 々 が ヒ グ マ の全

体 的 な イ メ ー ジ を構 成 す る た め の情 報 源 と して以

下 の4つ を考 え 、 設 問5を 設 定 した 。

a.ヒ グ マ を野 生 の 象徴 と して捉 え 、 ヒ グマ と

の ふ れ あ い を軸 と し た ス トー リー

b.マ ス コ ッ トや童 話 等 に よ くあ る 、 か わ い ら

しい擬 人 化 さ れ た クマ 像

c.人 身事 故 の 記 録 や 、 ヒ グ マ を恐 怖 の 対 象 と

して捉 え て い る ス トー リー

d.図 鑑 や 写 真 な ど、 静 物 的 な もの

この よ うに 考 え、 選 択 肢 を決 定 した の が 、道 内

外 にか か わ らずa.cが 多 い とい う結 果 が 得 られ

て い る(図4)。 一 般 の 人 々 が 一 番 目 に す る 機 会

が 多 い情 報 はbだ と思 わ れ る が 、 実 際 の ヒ グマ に
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abcde

山の.王一者 コロコ ロ おそろ しい 写真 そ の他
ム クム ク 猛獣だ

図4設 問5に 対 す る 回 答

Fig.4Theanswerstoquestion5

%
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0
a

はい

b

い いえ

不明

図5設 問6に 対 す る 回 答

Fig.5Theanswerstoquestion6

わ

0

0
/
ρ0

40

20

0

不明

a

おそっ
て くる

bcd

逃げて じっとしてい 様鈴をみ
い く るがそのうち て近づい

どこかへ行っ てくる
てしまう

ef

す ぐ近 その他
ついて

くる

図6設 問7.1に 対 す る 回 答

Fig.6Theanswerstoquestion7.1

不明

%
60

40

20

0・ ・

abcdefghijk不 明

逃げる死んだ たたかエサを 写真を友達に大声を 木に登 じっと語りか その他
ふり う やる とる なる だす る してい ける

る

図7設 問7.2に 対 す る 回 答

Fig.7Theanswerstoquestion7.2

%
40

20

O
abcdefg

人が行 ハイキ 村程度 町程度 都市 札幌の 札幌で

けない ング程 ような も夜に
山 度の山 大都市 は出る

図8設 問8に 対 す る 回 答

Fig.8Theanswerstoquestion8
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O～lml～2m2～3m3～4m4～5m5m以 上

図9設 問9.1に 対 す る 回 答

Fig.9Theanswerstoquestion9.1

不明

不明

つ いて 考 え る と き は 、bの 情 報 に 基 づ く イ メー ジ

は あ ま り考 慮 しな い よ う に して い る こ とが 、 この

結 果 か ら推 測 され る。

一28一



%
40

20

O

abcdef不 明

20～50kg50～80kg80～llOkgl10～140kg140～170kg170kg以 上

図 一10設 問9.2に 対 す る 回 答

Fig.10Theanswerstoquestion9.2
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O
abcdef

シカ ウサギ ネズミ ミツバ ドング リンゴ

等小動 チの巣 リ・ク のよう

物 リ等木 な果実
の実

図 一11

Fig.11

%
40

20

設問10に 対する回答

ghlj

草本 野イチ 木 その他
ゴのよ

うな実

Theanswerstoquestion10

O
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3.ヒ グ マ と の 遭 遇 に対 す る興 味

設 問6に お い て 、 ヒ グマ と の遭 遇 を ど う捉 えて

い る か 大 まか に調 べ て み た 。 ヒ グマ に 関係 した事

故 の情 報 の 得 やす さか ら して 、 道 内 で はb(会 い

た く な い)、 道 外 で はa(会 っ て み た い)の 選 択

さ れ る割 合 が 高 くな る こ と を予 想 して い た の だが 、

結 果 は道 内 外 に か か わ らずa.bが 同程 度 選 択 さ

れ て い る(図5)。 こ の よ うに 、 ヒ グマ に つ い て

恐 怖 感 を抱 きが ち な 人 が 多 い に もか か わ らず 約50

%の 人 が ヒ グマ に直 接 会 っ て み た い と考 え て い る

こ とは 、興 味 深 い事 実 で あ る。

過 去 に行 わ れ た ヒ グマ の イメ ー ジ につ い て の ア

ン ケ ー ト調 査 で は 、90%の 人 が ヒ グマ を恐 ろ しい

動 物 で あ る と考 え て い る の で あ る が 、 動 物 園 な ど

で ヒ グ マ を見 た と きは 、 か わ い い と感 ず る 人 が 全

体 の50%を 占 め て い て た と報 告 され て い る(小 川

1977)。 こ の よ う な こ と か ら考 え る と、 ヒ グ マ と

の 直 接 遭 遇 に 対 して そ れ ほ ど危 機 感 を持 っ て い な

い ため に 、 会 って み た い 考 え て い る 人 が 多 い の で

は な い か と推 測 さ れ る 。 実 際 、 設 問7の 結 果 をみ

る と、 ヒ グ マ との 遭 遇 が即 事 故 に発 展 す る と考 え

て い る 人 は 少 な い(図6、 図7)。 また 、 図12の

よ う に、 ヒ グマ が 接 近 して くる と考 え て い る 人 の

内 で も、 強 い恐 怖 感 を持 って い な い と考 え られ る

人 が特 に道 外 に 多 い。 ヒ グマ と遭 遇 した 場 合 に は

心 の 平 静 を保 つ こ とが 重 要 で あ る た め 、 こ の点 に

つ い て は良 い傾 向 に あ る とい え る の だ が 、 お そ ら

く明確 な根 拠 が あ って そ の よ う に考 え て い る訳 で

は な く、 な ん とな く事 故 に は な ら な い だ ろ う と考

え て い る と い うの が 現 状 で あ ろ う。

4.ヒ グ マ に つ い て の 学 術 的 な知 識 の 不 足

設 問8以 降 で は 、 ヒ グ マ の生 態 、 形一態 に つ い て

基 礎 的 な 質 問 を行 った の だ が 、結 果 か ら判 断 して 、

ヒ グ マ に つ い て正 確 な 知 識 を有 して い る と思 われ

る 人 は少 な い 。 また 、 こ の傾 向 につ い て も、 道 内

外 に ほ とん ど差 が 見 られ な い。 ど こ に住 ん で い る

の か 、 どの くら い の 大 き さ な の か 、 ど ん な もの を

食 べ て い る の か 等 の 知 識 は 、 現 実 の ヒ グ マ の イ

メ ー ジ を構築 す る上 で 重 要 な要 素 で あ る。 つ ま り、

この よ うな 知 識 が 不 足 して い る とい う事実 は 、 現

実 に存 在 して い る ヒ グマ につ い て の イ メ ー ジが 、

必 ず し も科 学 的 に正 確 な 情 報 か ら成 り立 っ た もの

で は な い とい う こ と を示 して い る 。 例 え ば設 問10

で は、 ミ ツバ チ の巣 と ド ング リ等 の 木 の実 が 選 択

さ れ る 率 が 非 常 に高 か っ た(図11)。 こ れ ら は 確

か に ヒ グマ の 重 要 な 食 料 に な りえ る もの で あ る が 、
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一 方 で 最 も利 用 頻 度 の 高 い草 本 の 選 択 率 が 低 い
。

こ の よ う な結 果 が得 ら れ た の は、 正 確 な 知 識 の不

足 の た め に、 判 断材 料 と して 動 物 文 学 や童 話 な ど

か ら得 た 知 識 を用 い た た め だ と考 え られ る 。 そ の

よ うな ス トー リー に よ く登 場 す る ク マ は 、 大 抵 木

の 実 や ハ チ ミツ を好 物 に して い る の だ。

5.一 般 的 な ヒ グ マ の イ メ ー ジ

設 問4で 最 も多 か った 回答 は 「d.お そ ろ しい」

つ いで 「b.大 き くて す ご い」 で あ っ た の だ が 、

設 問5で の 選 ば れ安 さの 順 序 は 「a.大 き くて 力

持 ち、 山 の 王 者 」、 「c.人 を お そ った りす る 、 お

そ ろ しい猛 獣 」 で あ った(図3、 図4)。 設 問4、

設 問5のdとc、bとaは ほ ぼ 同 じ内 容 で あ る た

め 、 設 問4でdを 選 ん だ 人 が 最 も多 け れ ば 、 設 問

5で もcを 選 ぶ 人 が 最 も多 い と予 想 され る が 、 実

際 はそ うな って い な い 。 こ の こ とは 一 般 の 人 が 持

つ ヒ グ マ の イ メー ジ が は っ き り した もの で は な い

とい う こ と を示 して い る と思 わ れ る 。 た だ し、 い

ず れ にせ よ これ ら4つ の 選 択 肢 は 、 広 く考 え る と

ヒ グマ に対 す る 恐 れ 、畏 敬 を示 す もの で あ る た め 、

ほ とん ど の 人 が ヒ グ マ が 人 間 に危 害 を加 え る だ け

の 力 を持 っ た動 物 で あ る と い うこ と を認 識 して い

る もの と思 わ れ る 。

しか し、 そ の 認 識 の強 さ に は地 域 差 が 存 在 す る

よ うで あ る。 設 問9の 体 長 につ い て の 結 果 で は 道

内 の 人 の 方 が 、 道 外 よ り も ヒ グマ を 大 き くイ メ ー

ジ す る傾 向 が 見 られ た の だ が(図9)、 こ の 理 由

と して 、 道 内 の 人 の 方 が ヒ グマ に対 して 潜 在 的 に

恐 怖 感 を強 く持 って い る とい う こ とが 考 え ら れ る 。

つ ま り、 そ の 人 の心 の 中 に あ る、 あ い ま い なく 恐

しい 〉 と い う心 的 内 容 が北 海 道 の ヒ グマ に投 影 さ

れ て い る(斎 藤1986)の で あ る。 この こ とは 、

道 内 の 人 の 方 が 道 外 の 人 よ り ヒ グ マ を恐 ろ しい動

物 と考 えや す い とい う傾 向 を示 して い る 。 ま た こ

の事 実 は 図12に お け る 、a.に げ る 、i.じ っ と

して い る 、 の 二 つ の 回 答 の選 択 性 の地 域 差 に も見

ら れ て い る 。

6.観 念 と情 緒 の 独 立

ヒ グマ に対 す る恐 怖 感 は 、襲 わ れ て殺 され る か

も知 れ な い と い う考 え か ら きて い る と思 わ れ るが 、

そ の よ うな 考 え か らす る と、項 目4で 述 べ た よ う

に 、 ヒ グマ に対 して恐 怖 感 を抱 きが ち で あ る に も

か か わ らず 、 事 故 に発 展 す る可 能性 の あ る 直 接 遭

遇 を体 験 して み た い とい う人 が 多 い こ と、 また 直

道 内

道 外

関東のみ

0

i〃 多ク%笏 囮a:会 いたい
圓b:会 いたくない

50 100%

図 一13設 問4でd、 ま た は 設 問5でcを 選 ん だ

人 が 、 設 問6で 選 ん だ 回 答

Fig.13Theanswerstoquestion60ftherespondents

whoselecteddinquestion40rcinquestion5

接 遭 遇 に そ れ ほ ど危 機 感 を持 っ て い な い とい う こ

と は疑 問 で あ る 。 図13に 示 した よ う に、 ヒ グマ に

恐 怖 感 を感 じて い な が ら、 直 接 遭 遇 して み た い・と

考 えて い る 人 は関 東 に特 に多 い。

これ ら の 人 々 に お い て は、 ヒ グマ が 恐 ろ しい 動

物 で あ る とい う観 念 と、 ヒ グ マ を見 る とい う情 緒

(この 場 合 は 好 奇 心 と も言 え る だ ろ うが)が そ れ

ぞ れ 独 立 して 存 在 して い る と思 わ れ る 。 つ ま り、

恐 ろ しい とい う観 念 が 、情 緒 的 欲 求 に影 響 して い

な い の で あ る 。 そ う で あ る な ら、 この よ うな結 果

が得 られ た こ と も理 解 出 来 る 。

過 去 に行 わ れ た 森 林 に 関 す る意 識 の 国 際 比 較 調

査 で は、 日本 人 が 森 林 環 境 につ い て考 え る際 、 あ

りの ま ま の原 生 的 な 自然 が好 きで あ る と言 い 、 自

然 に は 手 を加 え る べ きで な い と考 え て い る に も か

か わ らず 、 写 真 をみ せ る と人 口林 の風 景 を好 ま し

い もの と して選 択 す る 傾 向 が 、 と くに東 京 な ど都

会 で の調 査 に お い て 見 ら れ た と報 告 され て い る。

また 、 そ の 要 因 と して 森 林 に 関 す る知 識 の 不 足 と、

国 民 性 と も言 え る観 念 と情 緒 の独 立 を上 げ て い る

(四手 井 ら1894)。 お そ ら く同 様 な こ とが 、 ヒ

グ マ に つ い て も言 え る の で あ ろ う。

観 念 と情 緒 が 独 立 して い る とい う こ と は、 一一般

の 人 々 が ヒ グ マ の持 つ 様 々 な面 を総 合 的 に 見 て 判

断 をす る こ とが 出来 な い 、 或 い は観 念 と情 緒 の ど

ち ら か一・方 に とら わ れ が ち で あ る と い う こ と を示

して い る 。 ヒ グ マ との 共 存 を考 える 上 で 、 この よ
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うな特徴が存在することは望 ましいことではなく、

積極的に情報の普及 を計 り解決すべきである。

お わ り に

ヒ グ マ との 共 存 の た め に、 我 々 は 現 在 の 狩 猟 ・

駆 除 制 度 の 改 善 と生 息 環 境 の保 全 に努 め 、 ヒ グ マ

を保 護 して い か な け れ ば な ら な い が 、 そ の背 景 と

して 、 ヒグ マ に関 す る正 確 な情 報 が 一 般 の 人 々 に

普 及 して い る こ とが 必 要 で あ る 。 しか し、今 回 の

調 査 結 果 か ら、 ヒ グ マ に 関 す る正 確 な情 報 の 普 及

は 、 た とえ北 海 道 内 で あ っ て も遅 れ て お り、 そ の

こ とが 様 々 な 点 で 問 題 と な っ て い る こ とが わ か る。

ま た、 特 に 道 内 の 人 々 は ヒ グ マ に潜 在 的 な恐 怖 感

を感 じ て お り、 ヒ グ マ に 関 す る事 故 な どが あ る と、

観 念 と情 緒 の独 立 とい う特 徴 も手 伝 って 、 駆 除 の

方 向 に偏 りが ち に な る こ とが 予 想 され る。 この よ

う な状 況 は 、 決 して好 ま しい もの で は な い。

ヒ グ マ は確 か に潜 在 的 な危 険 性 を持 っ て い る 動

物 で あ るが 、 人 間 側 の正 しい 対 応 に よ り、 そ の よ

う な危 険 は避 け る こ とが可 能 で あ る 。 そ の た め に、

北 海 道 の 山 に ヒ グマ が い る こ とを 当然 の こ と と し

て認 識 し、 どの よ う に付 き合 うべ きか 、 危 険 な 出

会 い を避 け る た め に は ど う した ら よ い か 、 人 間 の

生 活 域 に無 用 に ヒ グマ を引 き寄 せ な い た め に は ど

う した ら よ い か 、 な ど の知 識 を一 般 の 人 々が 持 つ

必 要 が あ る。 この よ う な知 識 の 普 及 ・啓 蒙 が 、 ヒ

グ マ との 共 存 の た め に は必 要 不 可 欠 で あ り、 北 米

な どで は、 ほ とん どの 国 立 公 園 で ヒグ マ に関 す る

パ ン フ レ ッ トを 配 布 す る な ど(Herrero1985)

活 発 に この よ うな 活 動 が 行 わ れ て い る 。

しか し、 客 観 的 に正 しい と思 わ れ る知 識 の 伝 達

手 段 を用 い て も、 効 果 が 望 め ない こ と もあ る。 ア

メ リカ のYosemite国 立 公 園 で は、92%の 利 用 者

が ヒ グマ に よ る危 険 を避 け る た め 、 食 糧 対 策 を し

て い る と述 べ た の に対 し、実 際 に そ の よ う な対 策

が な され て い る か ど うか 調 べ た と こ ろ 、 実 行 して

い た 人 は 僅:か3%に し か す ぎ な か っ た(Herrero

1985)。 この よ う な結 果 を避 け る た め 、 我 々 は よ

り効 果 的 な啓 蒙 方 法 を模 索 して い か な け れ ば な ら

な い。 啓 蒙 の た め の効 果 的 な方 法 と して は 、 視 聴

覚 的 な方 法 す な わ ち 、 見 る こ と と聞 く こ と を組 み

合 せ る こ とが 、 記 憶 に 残 る とい う点 か ら一 番 有 効

な よ うで あ る が(ClarksonandSutterlin1984)、

そ れ に して も、 そ の具 体 的 な や り方 、 内 容 、構 成 、

功 罪 等 につ い て は まだ ま だ未 知 で あ り、 ヒ グ マ と

の 共 存 の た め に 、 この よ うな分 野 の 進 歩 が 望 ま れ

る。 そ して ま た 、 そ の 進 歩 を図 る た め に 、 啓 蒙 対

象 で あ る 一 般 の人 々 の ヒ グ マへ の 認 識 と、 そ の 特

徴 に つ い て 理 解 して い く必 要 が あ る の で あ る 。 そ

の よ うな 意 味 か ら、 現 在 人 々 が抱 い て い る ヒ グマ

像 を正 し く把 握 して い くこ とが 、 今 後 、 よ り重 要

に な っ て くる と予 想 され る。
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ThesurveyoftheimageoftheBrownBear

MinetoTomisaka

〒060GraduateSchoolofEnvironmentalScience,HokkaidoUniversity,Kita10

Nishi5Kita-ku,SapPoro

Abstract

TocoexistwiththeBrownBear,itisimportanttodiffuseacorrectimformationaboutthisanimaltothe

publicingeneral.Butfirst,wehavetoknowactuallyhowpeopleimagetheBroenBear.So,weconducteda

questionnairersurveyoftourists,inAugust,1989.Thisquestionnairewascarriedoutintheareaof

IwaobetsuinShiretokoPeninsula,becausealotoftouristsvisitthisplace.

Resultsare:

・TherearealotofpeoplewhohavedreadfulimageoftheBrownBear .

・Onthewhole
,scientificinformationabouttheBrownBearisdeficient.

・PeoplewholiveinHokkaidoaremorefrightenerssoftheBrownBearpeoplewholiveinanotherre -

gioninJapan.

・SomepeoplethinkthattheBrownBearisfierce
,althoughtheywanttoseeit.Sowesuggestthatthese

peoplehaveacontradictoryimageorthoughabouttheBrownBear.
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